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ボー ドレー ル 「異 国 の香 り」 につ い て
原 島 恒 夫
ボー ドレールの韻文詩集 『悪 の華』 に優 れ た注解 を施 したChξrixは,「異国
の香 り」PARFUMEXOTIQUEに ついて,「その完壁 さは,奇 蹟 的で ある」と
まで述 べてい るがω,しか し奇妙 な こ とに,ボ ー ドレール詩 の韻律 に関す る古典
的名著 を書 いたCassagneは,この詩の韻律 につい て は殆 ど引用 ・分析 して はい
ない し,ま た,Pr6vostもHubertも同様 に,残 念 なが ら,こ の点で は余 り見 る
べ き注釈 を施 している と}il言い難 い(2)。勿論,こ の詩 の 「完壁 さ」は誰 しも認 め
る ところであ ろうが,し か し,ど のよ うな 「完壁 さ」 なのか は余 り明確 に はし
得 ない ように思 える。幸 い,ボ ー ドレー ルの詩篇 「音楽」 の韻 律 について優 れ
た解釈 をしたM.Schaette1が,この詩 の 「感覚的 でダ・fナミックな構造 」に就
いて優れ た論文 を書 いて いるので(3},それ を参考 に しつつ,こ の詩 の韻律 の「完


















秋の或 る暑い夕暮れに,両 目を閉 じて,
おまえの熱い乳房の匂いをかげば,
私には見 える,単 調 に輝 く太陽の炎に





おまえの匂いに誘われて,魅 力あふれ る土地 を巡れば,
やがて見えるのは,海 の波 に揺 られた疲れを残す
多 くの帆や帆柱の立ち並ぶ一つの港。
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そうして いると,緑 のタマ リンドの香 りが,
空 に漂 い,私 の鼻孔 をふ くらませ,
わが魂 の中で,水 夫の歌声 に混 ざ り合 う。
Ch6rixも述べてい るごとく④,こ の詩 は 「容 易 に理解出来 る」 もので,恋 人
の 「熱い乳房 の匂 い」 に よる,嗅 覚 と,後 で触 れ る 「熱感覚」 との刺激 によっ
て喚起 された,南 国のイメージ を描 いた もので ある。しか し,「容易 に理解出来
る」 はずの詩 であるが,た だ一 つ,こ の詩 で は,官 能 的な側面 を最小 限に抑 え
られ てい るこ とを忘れて はな るまい。ボー ドレール は,実 にざ りげな く,慣 し
み深 く,「熱 い乳房の匂 い」とだ け述べてい るのであ り,そ れ以外 の具体 的な も
の は何 も描 かれていない。 ここにあるの は,ま さし く,詩 篇 「先 の世」の 「し
ずかな逸楽」volupt6calmeとも言 うべ きものであ る。
またPr6vostは,ボー ドレー ル の詩 にお い て は,「匂 い」が いつ も 「記憶」を
喚起す る契機 となってい ると指摘 してい る(5)。す なわち,こ こで,黒 人 の血が混
ざった恋人 ジャンヌの匂 いが,二 十歳前 に旅行 したボー ドレールの南 国の記憶
を呼 びさます とい う,ブ ルー ス ト的な 「記憶」 の蘇 りを見 ているのであるが,
それ も,こ の詩 を告 白的 ・自叙伝 的に見過 ぎてい るよ うに も思 える。詩 は,そ
れ 自身 自足 していなけれ ばな らないことは,ボ ー ドレールが最 も意識 していた
ことである。
この詩で最 も重 要なの は,私 が 「両 目を閉 じて」いるに も拘 わ らず,「私 には
見 える」と言 っているこ とで ある。 その見 えるものが,「記憶」の蘇 りではない
とす ると,何 なのか。勿論,そ れ を 「幻想」・「幻覚」だ とす るには,描 かれ た
イメージは余 りに,素 直 で,新 鮮 で,か っ初々 しい。
この点 を疑 問 として,こ の詩 を遂次見てい きたい。
まつ,こ の詩 の特徴 の一つ は,ア レクサ ン ドランAlexandrin(十二音綴詩句)
によるソネsonnet(十四行詩)で 書かれ ている ことで あるが,さ らに,脚 韻配
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置 を み る と,(ABBAABBACCDEDE)の 「正 規 ソネ 」 とい う,堅 固 で,
拡 張 の 高 い 形 式 を 用 い て お り,こ の よ うな 「正 規 ソ ネ」 は 『悪 の華 』 で は,他
に三 篇 を数 え る に過 ぎ な い 。 この よ う な堅 牢 な形 式 は,制 約 が 多 く,表 現 上 の
柔 軟 性 に欠 け る と思 わ れ が ち だ が,し か し,ボ ー ドレ ー ル は,恐 ら く,こ の 強
固 な 形 式 を この 詩 に あ え て 採 用 し,「 しず か な 逸 楽 」の 世 界 を構 築 し よ う と し た
と考 え られ る。 さ ら に,こ の詩 の構 造 は,前 半 の 二 つ の 四 行 詩 か ら後 半 の 二 つ
の三 行 詩 の 間 に,多 くの シ ンメ ト リー と連 関 が 仕 組 まれ て お り,ま た,四 行 詩
の幾 つ か の 言 葉 や テ ー マ が 三 行 詩 で も意 図 的 に現 わ れ て,全 体 の統 一 と,同 時





これ も,強 固 な 形 式 を用 い な が ら も,柔 軟 な表 現 を 求 め た ボ ー ドレー ル の 意 図
が 読 み取 れ る こ とで あ ろ う。 つ ま り,あ く まで も 「しず か な 」'形式 の な か で の
「逸 楽 」 の 表 現 とで も言 うべ きで あ ろ うか 。
さ ら に,こ れ はVivierの指 摘 に 負 うが{6),ボー ドレー ル の詩 篇 に は一 群 の 「打
明 け話 」 調tondelaconfidenceのも が あ り,こ の 詩 もそ の 一 つ で あ る こ と
も考 え合 わ せ るべ きで あ ろ う。
第1節
第1句Quand,lesdeuxyeuxfe「m6s・enunsoi「chaudd'automne,
ボ ー ドレー ル の詩 の魅 力 の 一 つ に,構 成 の素 晴 ら しさ が あ る。 それ は,と り
わ け,堅 頭 の 「歌 い 出 し」attaqueにお い て顕 著 に あ らわ れ て い る。 この 詩 に お
い て も,第2句 に 繋 が る接 続 詞 《Quand》が 冒頭 に置 か れ,直 後 に 《1esdeuxyeux
ferm6s,》とい う,こ の詩 の 主 題 とい うべ き 「両 目 を閉 じ て 」 い る に も拘 わ らず
「異 国 」 の 風 景 が 見 え る とい う重 要 な 「条 件 」 が 何 気 な く提 示 さ れ ,更 に,《en
unsoirchaudd'automne》と い う,そ の場 の 「情 況 」 を示 す 言 葉 が 置 か れ て い
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る。 第1節 の 「主 文 」 は 《Quandjerespire1'odeur,..Jevoissed6rouler...》
で あ る か ら,「 条 件 」 と 「情 況 」 の 部 分 は挿 入 句 とな る わ け だ が,こ の 挿 入 の 部
分 が,あ た か もバ ッハ の 対 位 法 に よ る音 楽 の よ うに 心 地 よ く,し か も効 果 的 に
聞 き取 れ る の で あ る。
この 第1句 の 音 韻 に つ い て,Vivierが興 味 深 い 指 摘 を して い る(7}。即 ち,こ こ
で 反 復 され て い る[eu]と[o]と の 音 が,し ゃが れ た音 と して 響 い て,「 緩 慢
で,鈍 重 な 逸 楽 」 を表 現 し て お り,
Quand,Iesdeuxyeuxferm6senunsoirchaudd'automne,
同 じ音 が,こ れ に続 く詩 句 に も反 復 さ れ て,そ れ が 一 層 強 調 さ れ て い る と い う




この 指 摘 だ けで も,ボ ー ド レ ー ル の この 詩 の 「歌 い 出 し」 が,如 何 に 計 算 さ
れ た 用 意 周 到 な もの で あ る か が 分 る気 が す る し,ま た,こ の 詩 の 基 調 で あ る「し
ず か な 逸 楽 」 が,冒 頭 第1句 の 音 韻 と,そ の 後 の 音 の 「こ だ ま」 の よ う な効 果
に よ っ て も既 に 暗 示 さ れ て い る こ とが 聞 き取 れ る と言 え よ う。
ま た,Schaettelによ る と,こ の 第1句 は,古 典 的 作 詩 法 の 観 点 か ら見 て 画 然
と明 瞭 に二 つの 半 句h6mistichesに区 切 られ て お り,各半 句 の リズムの 区 分 は4+
2で あ り,こ れ は,そ の バ ラ ン ス を崩 し た不 均 等 さか ら,「揺 れ 」bercementの
感 覚 を喚 起 して い る。 さ ら に,Schaettelは,この 詩 の 「ア ク セ ン トが 置 か れ た
母 音voyellesaccentu6es」と音 色 に注 目 し て,こ の 第1句 で は,そ れ が,前 の
半 句 で は 「明 る い 母 音 」voyellesclaires[eU,E],後の 半 句 で は 「重 い母 音 」
voyellesgraves[6,6]とな っ て,一 見 対 立 し て い る よ う だ が,し か し,「 明
るい 母 音 」 と 「重 い 母 音 」 ど う し を 見 る と,同 じ よ う な音 の 変 化,つ ま り,[eti
→6] ,[δ→6]と い う よ う に,明 る い 暗 い の 違 い が あ るが,同 類 の 音 へ の 「転
調 」 に過 ぎ な い とい う,面 白 い 特 徴 を持 っ て い る こ とに 着 目 し,こ の 詩 句 の 喚
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起 す る感覚 は,「重々 しい音」と「やわ らいだ光」の感覚で ある と述べてい るが,
これ も,こ の詩句 の優れた表現力 を見て取 れる指摘 と言 えよう。
第2句JeresPirel'odeurdetonseinchaleu「eux・
Schaettelによれ ば,こ の詩 句 の特徴 は,前 句 の リズムが 「揺 れ」を表現 して
いたの に対 し,この詩句 は3+3/3+3と 規則正 し く均等 になってい る。また,
詩句 を構成す る母音の特 徴 として は 「明 るい母音 」が優性 を占め(唯 一例外の
「重 い母音」である[e司 も,「明 るい母音」との ぎ りぎりの境界上 にあ る),ま
た,子 音 を見 る と,流 音 の[r]の畳 韻法allit6rationが,[j]や[ch]といった
口蓋摩擦音や同 じ流音 の[1]と響 き合 って,こ の語句 に,内 容 に相応 しく,「恋
人」の存在 を喚起 す る女性的な響 きを与 えてい るとい う。
さ らに,Schaette1は,次のよ うな詳細 な分析 による,こ の詩句の《sch6ma》
を見出 している。 〔《sch6ma》中の[e]は 「無音 のe」であ る。 また記号 は次の
意味 。G=重 い母音c=明 るい母音G+=:暗 い(鈍い)母音c+=鋭 い母音。




この 《sch6ma》について,Schaettelは分析 す る。
1,II,IIIのグループは,共 に[e]で 始 まる。
1とIV,IIと田のグルー プは,ニ ュアンス は多少異 な るが,ほ ぼ同 じタ
イプで ある。l
Iのグル ープ は,「重い母音」か ら 「明 るい母音」への移行 による,最 も
上昇的 な動 きを示 す。
全てのグループが,何 らかの音 の《転調》(G/c或はG/G+),も し くは,
二度の 《転調》(G/c/c+或はG/G+/c)を示 す。
音のグループ と,リ ズムのグループの動 きは,完 全 に一致す る。
以上 の分析 によりSchaettelは,この詩句が,極めて譜調 に満 ち,声量豊かで,
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音楽的であ り,規 則的 な 「息遣 い」,つま り,楽 々 とした快適な 「呼吸」で発音
出来 る ところか ら,ま さしく,詩 句の 「お まえの熱い乳房の匂 いをか げば」 と
い う 「呼吸」 を表現 した内容 に相 応 しい もの となっている と指摘 している。
また,Vivierは,前の詩句の 「秋 の或 る暑 い夕暮 れに」 と 「おまえの熱い乳
房 の匂 い」とが,ボ ー ドレール にあっては,「熱感覚」とも言 うべ き感覚表現 と
なってお り,こ の感覚 は 「触感」 に近 い ものである と述べているが,こ れ も興
味深 い指摘であ ろう(8}。
第3句Jevoissed6roulerdesrivagesheureux
Vivierは,『悪 の華』において,魅 力的 な 「異国」が しば しば,こ の詩句 のよ
うに,船 の甲板か ら眺め られ た「岸辺」であるこ とを指摘 しているが{9),この詩
において極 めて重要 と思 えるこの詩句 の特 徴 について,Schaettelは次の ような
分析 をしている。
この詩句 の前の半句 は,第2句 とは異 なる リズム(2+4)を もた らしてお
り,後 の半句で再 び3+3の リズムに戻 ってい る。 この後 の半句 と前 の第2句






この ような構成 に より,こ の詩句 の流 れ は,前 の半句 で 「揺れ」 を表現 しか
けるが,後の半句が,前の第2句 で既 に喚起 されている「ひろが り」《d6roulement》
の感覚 に再 び戻 るように出来 てお り,こ れが,ま さし く詩句の内容 と見事 に一
致 している。 さ らに,こ の前 の半句 の 「揺 れ」は,こ の詩句全体 に渡 る[a]の
音の半譜音や,「重い母音」 と 「明 るい母 音」 との交代[a/6/a/e6],さらにま
た摩擦音 の[j]と[v]や,流 音[r]や,閉 鎖音 の歯音 である[d]な どの畳韻
法 によって強調 され てい る。か くして,こ の詩句 の旋律 は,前 句 よりも複雑で,
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一層巧妙 な もの となってお り,ボー ドレールの詩法 の特徴 である,或 る種 の「め
まい」の ような もの を作 り出 している。
Schaettelはこのよ うに述 べているが,こ の詩 を,た んに 「官能」や 「記憶 ・
思 い出」 の詩で はない と考 える時,こ のよ うな分析 は重要 な示唆 に富 んでい る
と思 える。即 ち,結 論 を急 ぐようだが,ボ ー ドソール は,こ の詩 において,韻
律上 の様々 な技法 を凝 らしてい るが,そ れ は,た んに詩人 としての技量 を誇示
した り,技 法のための技法 を追及 しているので はな く,こ れか ら後 の詩句 にも
見 られ るように,こ の詩 は,韻律上 の技法 による詩的表現の魔術 に よって,「異
国」 その ものを眼前 に喚起 し,同 時に,こ の詩 を読 む者 を 「異国」の世界へ と
誘導す る,文 字通 り 「招魂の魔術 」の詩 として捉 えるこ とが 出来 ると思 えるの
である。
「語 の中,《言葉》の中には,我 々に,そ れで出た とこ勝負 をす る事 を禁ず る
《神聖 な》何物 かがある。一つの言語 を巧み に操 る事,そ れ は一ー一種 の招 魂 の魔術
を行 うこ とで あ る。」(『テオ フィル ・ゴーテ ィエ論』)㈹
「魔i術的作用,招 魂の魔術 としての,言 葉 と文字 について」(『火箭 』XI)〔11)
勿論,このようにボー ドレールが述べている「招魂 の魔術」sorcellerie巨vocatoi-
reとい う言葉 の意味 を正確 に理解す るの は困難であるが,本 論で は,こ れ を,
「招魂 の」6vocatoireという形容詞の 「故人の魂や精霊 等 を魔術 によって呼び降
ろす」とい う原義 に近 く解釈 し,「霊 を呼 び降 ろす よ うに,魔 術 的に事物 や観念
等 を喚起 し,具 現 し,顕 現 させ る」ことと考 え,「招魂の魔術」を,詩 的表現 の
魔術 による事象の喚起 と考 えたいのである('2)。`
第4句Qu'eblouissentlesfeuxd'unsoleilmonotone;
この詩句 の リズム は,変 化 のない3+3/3+3で,第2句 と対応 している。
この対応 は意識的な ものであ り,その意味 をSchaettelは次 のように解明 してい
る。'
第2句 との対応関係 は,リ ズムだ けで はな く,さ らに 「アクセ ン トの置かれ






[i]は全 く同 じ位置であ り,[eu]は互 いに前 の半句 の終 りだけで な く第2句
の脚韻 とも響 き合 ってい るし,[ein][ei]は鼻母音 と口腔母音の違 いだ けであ
る。対応 していないのは最後 の 《monotone》だけだが,こ の言葉 は一種 の 「キ
ー ・ワー ド」 である。つ まり,リ ズム的 にも,音 韻的 に も,第2句 と同 じ もの
が第4句 に現れ る ことにより,ま さ しくここで,詩 句 は 「単調」 とい う印象 を
喚起 してい る。 さ らに,第4句 の 「アクセン トの置かれ た母音」の流れ を見 て
も,「鋭い母音」[i],二つの 「明 るい母音」[e司[e],そして 「重 い母音」[δ]
というように,旋 律が徐々 に弱 まってい く。 このように して,詩 句 の意 味の通
り,「め くるめ く岸辺」の輝 きは,次 第 にぼやけてい き,や がて 「単調」な もの
に変わ ってい くというのであ る。
以上,Schaette1に従 って,第1節 の表現上 の流れを要約 すれ ば,第1句 に始
まる動 きは,第2句 で展開 され,第3句 で軽い 「めまい」が喚起 され るが,そ




第2節 全体 は,第1節 の延長,つ ま り第3句 の 《Jevois》の直接 目的語 とし
て並置 され ているので,際立 った変化 は抑制 されている と見 ることが出来 よ う。
Schaettelによれ ば,この二 つの詩句 の リズムは2+4+4+2/2+4+3+
3で,興 味深 い ことに,こ れ は,第1句 と第3句 で中心 となっていた 「揺 れ」
の リズム2+4(4+2)を 踏襲 しているが,第6句 は前 の半句 のみで,後 の半
句 は3+3と 均等 な リズムになっている。 この ような リズムの流れ により,第
5句 と第6句 の半句が喚起 している 「揺れ」 は,第6句 の半句で一応 しず まる
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こ とになるわ けであ る。更 に また,Schaettelは,第5句が前節 の第4句 の延長
上 に あ る こ と を,二 つ の詩 句 の 「ア ク セ ン トの 置 か れ た 母 音 」が,次 の よ う に,







こ の 二 つ の 詩 句 の 特 徴 は,そ の 際 立 っ た対 立 関 係 に あ る と し て,Schaette1は
次 の よ う に述 べ て い る 。 即 ち,リ ズ ム の 流 れ で は,第7句 は2+4で あ る の に
対 し て,第8句 は3+3+4+2と 変 化 す る。 リ ズ ム は次 第 に 複 雑 に な っ て 来
るわ け だ が,第7句 は,《dont》とい う関 係 代 名 詞 の 機 能 の性 か,リ ズ ム 自体 が
曖 昧 な も の と な っ て い る。 ま た 構 成 の 上 で は,第7句 は一 息 に 進 む の に 対 し,
第8句 は,意 味 上,《parsafranchise》の 前 後 に 軽 い 休 止 を 置 か ね ば な らな い
の で,詩 句 は途 切 れ,旋 律 的 に も,リ ズ ム の 上 で も,次 第 に 下 降 す る よ うな 印
象 とな っ て い る 。 さ ら に,Schaette1は,この 二 つ の 詩 句 の 「ア ク セ ン トの あ る





こ の 二 つ の 詩 句 の 対 立 関 係 は,各 々,後 の 半 句 に よ っ て 際 立 た され て い る。 と
りわ け,第8句 の 後 の 半 句 は,「 鋭 い 母 音 」 と 「重 い 母 音 」が 強 い コ ン トラ ス ト
を な し て,「驚 き」の効 果 を作 り出 し て い る が,こ れ は,《parsafranchise6tonne》
と い う表 現 と見 事 に一 致 し て い る 。
第2節 全 体 の 流 れ を,Schaettelによ っ て ま と め れ ば,次 に よ う に な る。即 ち,
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全体 として見れ ば,第2節 は第1節(特 に第3句 と第4句)の 流れの延長 にあ
るが,さ らに,第5句 と第6句 が一 つなが りとな ってい ることで,そ の延長感
は増大 し,第7句 の暖味 な リズム と,第8句 の後の半句 の 「驚 き」の効果が,
その流 れ に変化 をつ けて いる。第1節 の 「単調」に対 し,第2節 で は 「驚 き」
が表現 され,こ の 「驚 き」 は,さ らに,第2節 の脚韻 が動詞 と形容詞 である こ
とで強調 されてい る。 この ように,2つ の詩節 は,流 れの上で も,そ の遅 いテ
ンポの上で も,修 辞 上 も,音 韻上 も,一 つなが りで あるが,し か し,第2節 は,
「変化」と「驚 き」の要素 を含 んで いる。例 えば,単 語 で も,paresseuseは第3・
4句 の印象の延長線上 にあ るが,singuliers,savoureux,vigoureux,6tonneな




勿論,こ の詩で は 「匂 い(香 り)」が 主題 の一つになって いるわけだが,こ こ
の 「お まえの匂い に誘 われ て」で始 まる二 つの三行詩が,文 字通 り,「匂 い」を
暗示す る音韻か ら成 り立 っているとい う面 白い分析 を,HenriMorierがその『詩
法 と修辞学辞典』の中で行 ってい る('3}。つ ま り,ボ ー ドレールは,「匂 い」とい
う暗示力 に富 み,官 能的 で,原 始 的な力 を表現 した多 くの詩句 において,鼻 音
の子音[m,n]や 鼻母音 を意識 的 に多用 してお り,こ れ らの音 韻 は,ま さに鼻








こ の よ うな 仕 掛 け が な され た 後 半 の 二 つ の 三 行 詩 の 最 初 に あ る第9句 は,
Schaettelによれ ば,次 の よ う な畳 韻 法allit6rationによ っ て 強 調 され,バ ラ ン
ス の 取 れ た,シ ン メ ト リ ッ ク な リズ ム が 成 立 して い る と い う。
歯 音:Guid6/odeur(前の 半 句)
唇 音:charmants/climates(後の 半 句)
第10句Jevoisunportremplidevoilesetdemats
Schaettelによれ ば,こ の詩 句 の リズ ム は,こ の ソ ネ の 他 の ど の 詩 句 と も異 な
っ た 特 徴 を持 っ て い る。 即 ち,こ れ は,三 韻 律 詩 句trimetreであ り,半 句 の 句
切 り は見 か け 上 の もの で あ る。
444
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さ らに,この 詩 句 の特 異 な リズ ム を,畳 韻 法 と半 譜 音assonance(vois/voiles;
port/rempli;voiles/mats)が強 調 して い る。 そ し て,「 夢 想 の 飛 躍 が,リ ズ
ム と音 韻(特 に,摩 擦 音,流 音,唇 音,唇 歯 音 等 の 子 音)と に よ っ て 暗 示 され
て い る」 とSchaettelは分 析 し て い る 。
この ような特徴 を持 つ詩句が,r第3句 と同 じ 《Jevois》に始 まって強調 され
てい るこ とは重要な こ とであると考 え られ る。 ボー ドレールが二度 も同 じ 《Je
vois》を繰 り返 している ことの意味 は,初 めに も触 れた ように,こ の詩 で は,「幸
福 な岸辺」や 「魅力 あふれ る土地」 は,む しろ,記 憶 や夢想 の助 けを借 りてい
るので はな く,本 当に 「見 える」 もの として表現 されてい るので あ り,そ の よ
うな 「招魂 の魔術」 を,こ の リズムや音韻が生 み出 してい るのだ と言 えよう。
第11句Encertoutfatigu6sparlavaguemarine,
Schaettelによれ ば,前句 が三韻律詩句で あったのに対 し,この詩句 は通常の
リズムに戻 って,第3句 の リズムに似 てお り(2+4+3+3),「 帆や帆柱 」
が 「海 の波 に揺 られ た疲 れ」 を残す とい う詩 句の内容 を暗示す るかの ように,
前の半句 の リズムが再 び 「揺 れ」 を喚起 し,そ の リズム は,次 の詩句へ と続 い
てい る。 また,こ の 「揺 れ」 の感覚 を,こ の詩句 の 「アクセ ン トの置かれ た母
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音」の音 色 の平行 関係(G/c>が 強調 して い るので ある。
Enc旦rtoutfatigu亘sparlav旦gueman:ne
GcGc十
さらに,「揺れ」 を表現 した この詩句 には,「港」 が現 れた前句 との音 の響 き
合 い(畳韻法,半 譜音)が あ る とい う興味深い指摘 をSchaettelはしてい る。
port-encor/vois-voiles-fatigu6s-vagues(重い摩擦音[v][f]+ い閉
鎖音 で ある軟 口蓋音[g])
また,こ の 「揺れ」の中心 にあ るキー・ワー ドともい える 《fatigu6s》とい う
言葉が,「疲労 とい う現実 の状 態 を喚起 してい る と同時 に,永 い間繰 り返 され,
揺 す られ る単調 な運動 とい う観念 と,そ の運動 の結果生 じる精神 の状態 まで も
喚起 す るための」ボー ドレール独 自の言葉 の遣 い方で あ るとい うVivierO.指摘
も回,こ の詩句 のダイナ ミズム を理解 する上 で重要で あろ う。
まさ しく,こ の詩句 は,と 言 うよ りも,こ の三行詩全体 が,音 韻 とリズム と
《言葉》 に よって 「港」 に浮かぶ船 の印象 を見事 に暗示 してい るとい えよう。
ちな みに,Ch6rix.は,ボー トレー ル が,暗 示 の力 と,言 葉 を思想や音楽 に適
合 させ てい る点 にお いて,こ の詩篇 の冒頭 第1句 と,こ の第11句と,そ して最
後 の第14句以上の ものを書 いた こ とはない,と まで述 べてい る㈹ 。
第12句Pendantqueleparfumdesvertstamariniers,
前句 において再 び喚起 され た 「揺 れ」 の リズムが,こ の詩句 で も繰 り返 され
る(2.+4+2+4)。 この リズム は第7句 と同 じだが,Schaette1によれ ば,
ただの単調 な繰 り返 しで はな く,「ア クセ ン トの置かれ た母音」の音色の配列 も
第7句 に同 じで ある。
P壁1dantqueleparfgmdesv皇rtstamarinigrs
GGcc
Schaettelは,この詩句 の半句 は明瞭 に対立 している と分析 す る。即 ち,前 の
半句 は 「重 い母音(鼻 母音)」 であ り,後 の半句 は 「明 るい母 音(口 腔母 音)」
であ り,ま た,詩 句全体 の全 ての母音 をみて も,前 の半句 は,全 て「重 い母 音」
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であ り,後 の半句で は,6つ の母音 の うち4つ が 「明 るい母音 」となっている。




Schaette1の分析 に よれ ば,中 間部IIの相 関関係 は際立 ってい る。つ ま り,「重
い母音」 どうしが シンメ トリックに繰 り返 されてい る。初 めの1で は,前 の半
句 の 「重 い鼻母 音」の繰 り返 しが,後 の半句 の 「明 るい母音[6]や[e](閉 じ
た音 か ら開い た音 へ転 調 されてい る)」と対照 をな している。後 のIIIでは,前 の
半句で2つ の 「重 い母 音」が上昇 す る抑揚 の中で発音 され るの に対 し,後 の半
句で2つ の 「明 るい母音」が下降す る抑揚 の中で発音 され る。
さらに,こ の詩句 で は,前 句 に始 まった 「子音」 の響 き合 いが,さ らに続 い
て もい る。
fatigu巨s-par-vague-marine-pendant-parfum-verts-tamariniers
この よ うなSchaettelの韻律 の部分が,後 に も見 るように,最後 の三 行詩 にお
いて詳細 を極 めてい る点 が興味深 い。 つ ま り,そ れ は,一 見何気 な く見 える三
行 詩 にボー ドレールが非常な苦心 を払 っていることが分かる ということ以上 に,
そ こにボー ドレールの音韻 による 「招魂 の魔術」 をつぶ さに見 る思いがす るか
らであ る。
第13句Quicirculedansl'airetm'enflelanarine,
Schaettelは,この詩句 の リズム は,3+(e)3+2+(e)4で,こ れ も,他
に は,こ の詩 の どこに もない リズ ムで ある として,次 の ように分析 す る。
この詩 の 「ア クセ ン トの ある母音 」の並 び方 を見 る と,「明 るい母音(二 つは,
鋭 い母音)」が支配的で あるが,3番 目の唯 一の 「重 い母音」に向かって,詩 句







旋 律 は,前 の 半 句 の2つ の 「重 い母 音 」 で 下 降 して か ら,再 び 上 昇 し,後 の 半
句 の4つ 並 ん で い る 「重 い母 音 」 で 低 迷 し,最 後 で 突 然 上 昇 す る こ と に る。.
この 分 析 は,こ の 詩 句 の韻 律 が 如 何 に起 状 に 富 ん だ,力 動 感 に 満 ち た もの で
あ る か を 明 らか に し て い る。さ ら にSchattelは,この韻 律 の 他 に,「耳 で 聞 こ え
る 内部 押 韻 」(verts/1'air)や,次の よ う に様 々 な子 音 の 響 き合 い が,こ の 詩
句 を一 層 際 立 っ た も の と し て い る こ と を指 摘 し て い る。




－ 鼻 音lm'enfle ...narine
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この ように第13句について,Schaette1は,「詩句 の リズム,鋭 い母音,閉 鎖
音,震 動音 な どが,こ の ソネにおいて恐 ら く最 もダイナ ミックなアレクサ ン ド
ランの動 き(肉 体 的,感 覚的,精 神的 な動 き)を 強化 している。 この詩 は,こ
こで絶頂 を迎 えるのであ る。他 方,重 い母音 と鼻母音 が,流 音 と鼻音 と協力 し
て,こ の詩句 に,官 能 的感動 を与 えてい る」 と述べてい るが,こ の詩句の意味
を考 え合 わせる と,初 め に指摘 した 「しずかな逸楽」 の表現が,こ のように,
リズム と韻律 によって も成立 してい ることが,改 めて分 るといえ よう。 ・.
第14句Semeledansmonameauchantdesmariniers、
前句 において絶 頂 を迎 えた この詩 に,ボ ー ドレール は,前 句 に劣 らぬダイナ
ミズムに満ちた最終句 を置 いている と,Schaettelは分析 する。即 ち,こ の句 の
「揺れ」を表現 した リズム(2+4+2+4)は ,第7句,第12句 と同 じである。
さ らに,こ の 「揺 れ」 は 「アクセ ン トの置かれた母音」 の繰 り返 しによって強
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この繰 り返 しを,Schaette1は「音 に よる交錯的配語法chiasmephonique」
と考 えてい る。Schaettelは更 に,こ の詩句 の全ての母音 の間 にあ る複雑 な相 関
関係 と対 立関係 とを,詳 細 に考察 してい るが,長 くな るので,こ こで は子音の






これ らの子音 は,先 に見 たMorierの指摘 してい る 「嗅覚 」を暗示す る子音 と
関連 して,ま さ し く 「匂い」 を喚起 してい る と言 え よう。
また,Schaette1は,この最後 の三行詩 全体 の印象 として,完 全過 ぎる ともい
えるtamariniers-mariniersの脚 韻 が,三行 詩 に堅固 な構 成 を与 えている一方に
おいて,唇 音 や流音,最 終 句の[e][r]の音等 の響 き合 い,中 心 とな る2+4
の リズム,「重 い母音 」か ら 「明 るい母音 」への転調,口 腔母音 か ら鼻母音への
転調 な どが,「回転 」や 「め まい」の印象 を作 り出 し,神 秘 的 な 「照応」を暗示
している と分析 してい るが,こ れ らも,ま さ し ぐ 「招魂 の魔術」 と言 え よう。
最後 に,同 じ くSchaettelが,この詩 の各諸節 が 「四大」quatre616mentsに対
応 して いる とい う,バ シュラール的な興味深 い指摘 をしてい るので,紹 介 して
お きたい。
まつ,第1節 の中心 とな ってい る要素 は,「火」feuであ り,そ れ は,太 陽一炎,
暑 さ,光 りな どによって表現 されて いる。 そ して,暑 さ,匂 い,光 り,海,太
陽な どが,こ の諸節 において,様 々 な感 覚が照応 し合 うとい う,ボ ー ドレール
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的 な世界 を構成 してい る。
次 の第2節 の要素 は,'「土」terreであ り,そ れ は,豊 かで,肥 沃 で,安 穏 とし
た土地,原 罪 の痕跡 のない,清 め られた者が住む一種 の楽園であ り,文 明 の毒
気か らまもられ た土地 として描 かれ ている。
第3節 の中心 となる要素 は,「水」eau(「海 」mer)であ り,こ れ は,前 の2
節 で も既 に表現 され ていたが,こ の節 で一層 明瞭 な形 となってい る。
第4節 の要素 は 「空気」airであ り,こ れ は,た だ単 に第13句で この言葉が現
れ るとい うだ けで はな く,こ の詩 の主題 の一 つであ る嗅覚的・聴覚 的な 「伝達」
を行 っているの は,ま さ し く 「空気 」 に他 な らず,ま た,そ の 「伝達」 を,掻
き混ぜ,混 交 させて,五 感 とアナ ロジー とに よる詩 的な 《めまい》 を作 り出 し
ているの も,「空気」 であ る。
これがSchaette1の指摘 であ るが,以 上見 て来 たように,こ の詩篇 は,た だ「匂
い」だけでな く,視 覚,聴 覚,嗅 覚等 の 「共感覚」synesth6sieや,根源 的 と言
える詩句の リズム,ま た,様 々 な音韻 に よる事 象の喚起,さ らに原初 の要素 で
ある 「四大」の暗示 な ど,あ らゆ る 「言葉の力」 を駆使 した詩篇 敢 えて言 え
ば 「呪術」 とも言 うべ き,ま としくボー ドレールの 「招魂 の魔術」で あ り,そ
























02)cf.拙論 『「招 魂 の 魔 術 」 に つ い て 』(明 治 大 学 文 学 部 紀 要 「文 芸 研 究 」 第43号,
1980年3月)
⑬HenriMORIER:Dictionnairedepoetiqueetderh6torique.PUF,1981.p.
271-272
(leIbid.,p.37
(15)Ibid.,p.114
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